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上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
七
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
十
名
の
組
合
員
に
記
念

品
を
送
り
ま
す
。送
り
先
は

〒
〇
二
〇
ー
〇
〇
二
三

　盛
岡

市
内
丸
十
一
ー
一
、県
医
労「
懸

賞
パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
八

月
末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽

選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
も
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

3日（日）～6日（水） 
 原水爆禁止世界大会
21日（木） 看護部会（県民会館） 
28日（木）　支部長会議
 （プラザおでって）
29日（金）～31日（月） 
 みちのくアクトin岩手
 （八幡平リゾート）

8月の予定

3日（水）～4日（木） 
 日本医労連増員闘争全国交流集会
6日(土)～7日(日)
 岩手医労連定期大会
 （ホテル大観） 
10日(水) 給食問題研究会(アイーナ)         
13日(土) いわて労連定期大会
 (アイーナ)
20日(土) 支部長会議(県民会館)
25日(木) 看護部会 
25日(木)～26(金)
 医労連共済全国交流会
 （千葉)
27日(土)～28(日)
 岩手医労連壮年部集会(愛真館)

9月の予定
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赤
字
の
自
治
体
病
院
を
潰
し

て
し
ま
お
う
と
い
う
、
総
務
省

の
「
公
立
病
院
改
革
」
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
昨
年
十
二
月
に
発
表

さ
れ
ま
し
た
。こ
の「
改
革
」は
、

各
病
院
開
設
者
だ
け
に
計
画
作

成
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
各
都
道
府
県
に
対
し
て
も

計
画
作
成
に
積
極
的
に
関
わ
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
岩
手

医
労
連
、
岩
手
自
治
労
連
、
い

わ
て
労
連
と
協
力
し
、
七
月
八

日
（
火
）
に
「
県
は
市
町
村
に

計
画
作
成
な
ど
を
強
制
す
る

な
」
と
、
知
事
へ
の
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。
保
健
福
祉
部

の
公
的
病
院
改
革
を
進
め
て
い

る
保
健
福
祉
企
画
室
の
技
監
、

特
命
課
長
な
ど
三
人
が
対
応

し
、「
他
県
と
違
い
、
県
立
病

院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。

こ
れ
以
上
の
地
域
医
療
の
崩
壊

を
さ
せ
な
い
立
場
で
指
針
を
作

成
し
た
い
」
な
ど
と
対
応
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
住
民
や
市
町

村
の
意
見
反
映
の
機
会
が
限
ら

れ
、
指
針
を
作
成
し
た
後
に
県

民
の
話
を
聞
く
と
い
う
問
題
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
交
渉
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

公務共闘による東北人事院へ
の抗議集会、デモ行進が７月３
日、仙台市の勾当台公園を中心
に行われ、約２００人が参加し
ました。
集会終了後、東北人事院と交

渉し、賃金・手当・労働時間短
縮について、実態をふまえて行
うよう要求しました。とりわけ、
燃料費高騰の折、寒冷地手当
の改善などを求めました。
その後は各政党を訪問し、要

求実現に向け、協力・共同を呼
びかけました。

　
支
部
の
定
期
大
会
は
、
七
月
十

四
日
の
釜
石
支
部
を
皮
切
り
に
、

七
月
末
ま
で
に
南
光
、
中
央
、一

戸
、
胆
沢
、
花
泉
、
北
上
、二
戸
、

大
迫
、
東
和
、
沼
宮
内
支
部
が
終

了
し
、
今
後
、
江
刺
、
遠
野
、
花

巻
厚
生
、
宮
古
支
部
の
開
催
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
第
六
十
四
回
定
期
大
会
で「
花

泉
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
支
部
」に
名

称
が
変
わ
っ
た
花
泉
支
部
で
は
、

「
新
し
い
支
部
旗
の
下
、
あ
ら
ゆ
る

攻
撃
に
負
け
ず
、
今
年
も
頑
張
ろ

う
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

原油高騰！原油高騰！原油高騰！
寒冷地手当を引き上げよ寒冷地手当を引き上げよ寒冷地手当を引き上げよ

支部定期大会を全支部で開催しよう！

新支部旗の下、決意新たに新支部旗の下、決意新たに
花泉地域診療センター支部定期大会

「
再
編
」
強
制
す
る
な
と
申
し
入
れ

公
立
病
院
改
革
問
題
で
県
交
渉

公
立
病
院
改
革
問
題
で
県
交
渉

公
立
病
院
改
革
問
題
で
県
交
渉

地
域
医
療
を
守
る
立
場
で
検
討
中
と
回
答

1

　
七
月
十
九
、
二
十
日
に
花
巻

温
泉
「
ホ
テ
ル
千
秋
閣
」
に
て
、

第
三
十
四
回
岩
手
県
医
療
研
究

集
会
が
開
催
さ
れ
、
二
百
六
十

名
（
う
ち
県
医
労
七
十
九
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
文
化
行
事
で
バ
デ
ィ

ヌ
リ
・
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
弦
楽

四
重
奏
が
演
奏
さ
れ
、
参
加
者

は
そ
の
華
麗
な
音
色
に
聞
き
惚

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
基
礎
講

座
と
分
科
会
（
看
護
・
精
神
・

介
護
・
保
育
・
給
食
・
検
査
・
施
設
）

が
開
催
さ
れ
、
レ
ポ
ー
ト
発
表

や
意
見
交
流
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
二
日
目
は
、
日
本
初
の
老
人

医
療
費
無
料
化
、
乳
児
死
亡
率

ゼ
ロ
を
達
成
し
た
旧
沢
内
村
の

「
生
命
尊
重
の
理
念
」
を
引
き
継

い
だ
西
和
賀
町
を
中
心
に
描
い

た
映
画
「
い
の
ち
の
作
法
」
を

上
映
。
感
動
し
、
涙
す
る
参
加

者
も
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
都
鳥
兄

弟
も
出
席
し
、「
医
療
に
携
わ
る

皆
さ
ん
に
観
て
い
た
だ
け
て
光

栄
で
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

第
三
十
五
回
医
療
研
究
全

国
集
会
は
六
月
二
十
七
〜
二

十
九
日
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

一
日
目
の
記
念
講
演
で
は
、

大
棟
耕
介
さ
ん
が
「
看
護
・
介

護
と
ユ
ー
モ
ア
を
考
え
る
〜

ホ
ス
ピ
タ
ル
ク
ラ
ウ
ン
の
活

動
か
ら
〜
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。大
棟
さ
ん
は
、
ク
ラ

ウ
ン
（
道
化
師
）
の
姿
で
登
場

し
、
参
加
者
を
あ
っ
と
い
う
間

に
自
分
の
世
界
に
引
き
込
み

ま
し
た
。「
ナ
ー
ス
は
よ
く
、

『
こ
こ
ろ
』
と
い
う
言
葉
を
使

う
が
、
そ
れ
以
前
に
ス
キ
ル
と

知
識
が
重
要
」
と
話
し
た
こ
と

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
十
九
の
分
科
会

に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

三
日
目
は
公
開
講
座
と
閉
会

集
会
。
公
開
講
座
は
栗
橋
病
院

の
本
田
宏
医
師
。「
国
の
予
算
に

対
す
る
医
療
費
は
先
進
国
の
中

で
最
低
で
あ
る
。『
道
路
と
命
』

ど
っ
ち
が
大
切
な
の
か
」
と
話

し
、
情
報
操
作
に
惑
わ
さ
れ
る

な
等
、
時
々
ダ
ジ
ャ
レ
と
赤
ち
ゃ

ん
言
葉
を
交
え
な
が
ら
、
楽
し

く
お
話
し
ま
し
た
。

県
医
労
か
ら
は
十
八
名
、
全

体
で
千
二
百
五
十
六
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。来
年
は
愛

媛
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ン
Ｋ
・
大
棟
耕
介
氏

いのちを粗末にしてはいけないいのちを粗末にしてはいけない
～命を尊ぶ生き方～　映画「いのちの作法」上映～命を尊ぶ生き方～　映画「いのちの作法」上映

第34回岩手県医療研究集会

「いのちの作法」の
プロデューサー都鳥兄弟

基
礎
講
座
の
様
子

非
常
食
を
試
食（
給
食
分
科
会
）

広
く
連
帯
し
、

　人
権
・
命
の
尊
厳
を
守
ろ
う

広
く
連
帯
し
、

　人
権
・
命
の
尊
厳
を
守
ろ
う

広
く
連
帯
し
、

　人
権
・
命
の
尊
厳
を
守
ろ
う

〜
第
35
回
全
国
医
療
研
〜
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を

上
映
。
感
動
し
、
涙
す
る
参
加

者
も
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
都
鳥
兄

弟
も
出
席
し
、「
医
療
に
携
わ
る

皆
さ
ん
に
観
て
い
た
だ
け
て
光

栄
で
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

第
三
十
五
回
医
療
研
究
全

国
集
会
は
六
月
二
十
七
〜
二

十
九
日
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

一
日
目
の
記
念
講
演
で
は
、

大
棟
耕
介
さ
ん
が
「
看
護
・
介

護
と
ユ
ー
モ
ア
を
考
え
る
〜

ホ
ス
ピ
タ
ル
ク
ラ
ウ
ン
の
活

動
か
ら
〜
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。大
棟
さ
ん
は
、
ク
ラ

ウ
ン
（
道
化
師
）
の
姿
で
登
場

し
、
参
加
者
を
あ
っ
と
い
う
間

に
自
分
の
世
界
に
引
き
込
み

ま
し
た
。「
ナ
ー
ス
は
よ
く
、

『
こ
こ
ろ
』
と
い
う
言
葉
を
使

う
が
、
そ
れ
以
前
に
ス
キ
ル
と

知
識
が
重
要
」
と
話
し
た
こ
と

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
十
九
の
分
科
会

に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

三
日
目
は
公
開
講
座
と
閉
会

集
会
。
公
開
講
座
は
栗
橋
病
院

の
本
田
宏
医
師
。「
国
の
予
算
に

対
す
る
医
療
費
は
先
進
国
の
中

で
最
低
で
あ
る
。『
道
路
と
命
』

ど
っ
ち
が
大
切
な
の
か
」
と
話

し
、
情
報
操
作
に
惑
わ
さ
れ
る

な
等
、
時
々
ダ
ジ
ャ
レ
と
赤
ち
ゃ

ん
言
葉
を
交
え
な
が
ら
、
楽
し

く
お
話
し
ま
し
た
。

県
医
労
か
ら
は
十
八
名
、
全

体
で
千
二
百
五
十
六
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。来
年
は
愛

媛
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ン
Ｋ
・
大
棟
耕
介
氏

いのちを粗末にしてはいけないいのちを粗末にしてはいけない
～命を尊ぶ生き方～　映画「いのちの作法」上映～命を尊ぶ生き方～　映画「いのちの作法」上映
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「いのちの作法」の
プロデューサー都鳥兄弟

基
礎
講
座
の
様
子

非
常
食
を
試
食（
給
食
分
科
会
）

広
く
連
帯
し
、

　人
権
・
命
の
尊
厳
を
守
ろ
う

広
く
連
帯
し
、

　人
権
・
命
の
尊
厳
を
守
ろ
う

広
く
連
帯
し
、

　人
権
・
命
の
尊
厳
を
守
ろ
う

〜
第
35
回
全
国
医
療
研
〜
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第
一
号
議
案

二
〇
〇
七
年
度
財
政
報
告

　
並
び
に
会
計
監
査
報
告

財
政
報
告
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
計
監
査
か
ら
の
指
導
と
し
て

本
部
の
出
勤
簿
管
理
を
き
ち
ん

と
行
う
よ
う
指
導
が
あ
り
ま
し

た
。第

二
号
議
案

二
〇
〇
八
年
度
運
動
方
針

ス
ト
ラ
イ
キ
処
分

南
光
支
部
＝
昨
年
の
ス
ト
に
関

し
て
「
こ
ん
な
組
合
活
動
は
や

っ
て
ら
れ
な
い
」
と
脱
退
し
た

支
部
役
員
が
で
た
。
ス
ト
参
加

者
に
色
々
影
響
が
あ
っ
た
の
で

は
と
不
安
が
っ
て
い
る
組
合
員

が
い
る
の
で
も
っ
と
説
明
し
て

欲
し
い
。

　
人
事
考
課
は
、
当
局
を
向
い

て
評
価
す
れ
ば
い
い
の
か
。
こ

の
ま
ま
だ
と
真
面
目
な
評
価
者

ほ
ど
自
殺
す
る
の
で
は
。

　
ス
ト
処
分
や
保
育
所
問
題
等

で
当
局
の
挑
発
に
乗
っ
て
し
ま

い
、
結
果
的
に
組
合
員
を
守
れ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
原
油
高
騰
に
よ
り
通
勤
手
当

の
見
直
し
を
交
渉
し
て
欲
し
い
。

久
慈
支
部
＝
憲
法
上
認
め
ら
れ

て
い
る
ス
ト
に
対
し
て
な
ぜ
処

分
す
る
の
か
。
当
局
に
対
抗
し

て
、
組
合
も
当
局
の
違
法
行
為

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
。
労
働
者
を
守
る
為
に
世

界
で
認
め
ら
れ
て
い
る
ス
ト
が
、

な
ぜ
日
本
で
は
十
四
分
程
度
の

ス
ト
を
処
分
す
る
の
か
疑
問
。Ｉ

Ｌ
Ｏ
申
請
を
検
討
し
て
い
る
様

だ
が
、
県
民
に
も
知
ら
せ
る
べ

き
で
は
。

大
東
支
部
＝
ス
ト
処
分
に
対
し

当
局
に
ギ
ャ
フ
ン
と
言
わ
せ
た

い
。
看
護
師
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
ラ
ダ
ー
は
本
当
に
必
要
な

の
か
。

人
事
考
課
、
査
定
昇
給
、

　
　
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー

千
厩
支
部
＝
ラ
ダ
ー
は
三
年
前

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
人
事
考

課
も
始
ま
っ
た
が
、
見
切
り
発

車
の
た
め
混
乱
し
て
い
る
。

沼
宮
内
支
部
＝
当
局
の
学
習
会

で
、人
事
考
課
は
「
育
成
が
目
的
」

と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
評
価

す
る
職
員
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
る
。
現
場
を
乱
す
だ
け
な

の
で
や
り
た
く
な
い
の
が
本
音
。

一
戸
支
部
＝
数
年
前
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の

検
討
が
あ
っ
た
が
結
局
導
入
さ

れ
な
か
っ
た
。
人
事
考
課
は
人

材
育
成
と
言
う
も
の
の
納
得
で

き
な
い
。

江
刺
支
部
＝
現
在
の
人
事
考
課

で
は
評
価
の
仕
方
に
問
題
が
あ

る
。

九
回
夜
勤

二
戸
支
部
＝
四
月
に
新
採
用
者
、

転
入
者
が
多
か
っ
た
た
め
三
十

三
名
が
九
回
夜
勤
と
な
っ
た
。

来
年
も
こ
ん
な
事
に
な
ら
な
い

よ
う
対
応
し
た
い
。
現
在
も
九

回
夜
勤
が
発
生
し
そ
う
な
状
況
。

臨
時
看
護
師
を
募
集
し
て
い
て

も
集
ま
ら
な
い
。
育
児
時
間
の

職
員
に
夜
勤
の
依
頼
を
行
っ
て

い
る
。
と
に
か
く
人
員
を
増
や

し
て
欲
し
い
。

磐
井
支
部
＝
四
〜
六
月
と
連
続

で
発
生
し
て
い
る
。
特
に
満
床

の
病
棟
で
発
生
。
超
勤
も
請
求

し
に
く
い
雰
囲
気
で
、
年
次
、

非
番
も
希
望
通
り
に
取
得
で
き

な
い
。

花
泉
支
部
＝
看
護
師
が
全
体
で

十
七
人
し
か
い
な
い
の
に
委
員

会
が
七
つ
に
な
り
一
人
で
三
つ

く
ら
い
掛
け
持
ち
。
現
在
ギ
リ

ギ
リ
の
人
員
で
磐
井
か
ら
応
援

が
な
い
と
九
回
夜
勤
が
発
生
し

て
し
ま
う
状
況
。

休
憩
・
休
息
時
間

南
光
支
部
＝
休
息
時
間
は
自
分

の
病
棟
で
は
全
く
休
め
な
い
。

休
憩
時
間
す
ら
き
ち
ん
と
休
め

ず
御
飯
を
食
べ
る
の
が
精
一
杯
。

最
近
の
状
況
で
は
、
遅
れ
て
昼

休
み
に
入
っ
た
た
め
、
ず
ら
し

て
休
ん
で
良
い
か
聞
い
た
と
こ

　県
医
労
第
六
十
四
回
定
期
大
会
は
、六
月
二
十
、二
十

一
日
の
二
日
間
、花
巻
温
泉「
ホ
テ
ル
紅
葉
館
」で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。二
十
六
支
部
か
ら
代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
あ
わ
せ
て
百
三
十
七
名
が
参
加
。全
て
の
議
案
を

採
択
し
、今
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

第
二
号
議
案

第
一
号
議
案

第
二
号
議
案

より良い医療を提供し、
安心して働ける職場を
より良い医療を提供し、
安心して働ける職場を
より良い医療を提供し、
安心して働ける職場を

県医労第64回定期大会

4

ろ
、
総
師
長
か
ら
「
超
過
勤
務

で
請
求
し
て
」
と
回
答
が
あ
っ

た
。
時
間
を
変
更
し
て
休
ん
で

は
い
け
な
い
の
か
。

久
慈
支
部
＝
病
院
か
ら
休
息
時

間
は
出
来
る
だ
け
取
る
よ
う
言
わ

れ
て
い
る
が
、な
か
な
か
取
れ
な
い
。

休
憩
時
間
は
ず
ら
し
て
で
も
取
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

胆
沢
支
部
＝
検
査
科
で
は
状
況

を
見
な
が
ら
休
ん
で
い
る
。
外

来
で
は
診
察
の
関
係
上
休
め
て

い
な
い
。
病
棟
で
も
状
況
に
よ

っ
て
時
間
通
り
取
れ
て
い
な
い
。

休
憩
時
間
は
久
慈
と
同
様
。

沼
宮
内
支
部
＝
外
来
で
は
診
察

終
了
す
る
ま
で
昼
休
み
は
取
れ

な
い
が
、
ず
ら
し
て
休
む
よ
う

に
し
て
い
る
。
病
棟
で
も
同
様
。

保
育
所
問
題

大
船
渡
支
部
＝
四
十
年
続
い
た

保
育
所
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
の

が
悲
し
い
。
い
ま
ま
で
頑
張
っ

て
き
た
保
育
士
の
皆
様
に
は
非

常
に
感
謝
し
て
い
る
。
四
月
か

ら
の
新
し
い
保
育
士
に
子
供
達

が
な
じ
む
の
か
不
安
。
親
も
知

ら
な
い
保
育
士
に
預
け
る
の
は

不
安
だ
と
思
う
。

　今
後
、
保
育
士
が
継
続
し
て

働
け
る
様
に
働
き
か
け
て
欲
し

い
。
将
来
赤
字
に
な
っ
て
保
育

所
が
無
く
な
ら
な
い
様
に
お
願

い
し
た
い
。
信
頼
し
て
預
け
る

こ
と
が
出
来
る
保
育
所
が
無
い

と
安
心
し
て
働
け
な
い
。
本
当

は
子
供
を
預
け
て
ま
で
働
き
た

く
な
い
。

花
巻
厚
生
支
部
＝
県
医
労
中
心

の
保
育
所
で
あ
る
か
ら
こ
そ
安

心
し
て
働
い
て
き
た
。
整
理
解

雇
を
言
わ
れ
た
と
き
は
大
変
動

揺
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
一
年

あ
る
の
で
一
生
懸
命
働
き
た
い
。

ぜ
ひ
良
い
雇
用
条
件
と
保
育
環

境
を
整
備
で
き
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

胆
沢
支
部
＝
園
児
減
少
の
為
に
十

八
年
度
末
で
閉
所
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
あ
と一年
続
け
て
欲
し
い
と

の
こ
と
で
十
九
年
三
月
ま
で
行
っ

た
。
閉
所
式
は
昔
の
役
員
や
保
母

さ
ん
達
も
呼
ん
で
盛
大
に
行
い
、

記
念
誌
も
立
派
に
出
来
上
が
り
大

変
好
評
だ
っ
た
。

　閉
所
二
ヶ
月
前
に
当
局
か
ら
突

然
二
十
四
時
間
保
育
を
行
う
と
発

表
が
あ
り
、
四
月
一
日
か
ら
開
園

と
な
っ
た
。
夜
間
保
育
は
で
て
い
な

い
が
保
育
士
が
当
番
で
待
機
し
て

い
る
状
態
。
当
局
の
責
任
で
保
育

所
運
営
を
行
う
こ
と
は
評
価
で
き

る
が
、
今
ま
で
行
っ
て
こ
な
か
っ
た

の
に
女
性
医
師
確
保
と
し
て
手
の

ひ
ら
を
返
し
て
採
算
度
外
視
で
運

営
す
る
こ
と
は
今
さ
ら
と
感
じ
る
。

保
育
所
経
営
は
苦
し
い
状
況
だ
っ

た
が
、
委
託
業
者
に
は
今
ま
で
の

約
五
倍
の
金
額
で
契
約
し
て
い
る
。

職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え

る
の
は
良
い
事
だ
が
、
夜
勤
を
強

制
さ
れ
な
い
様
に
当
局
へ
釘
を
刺

し
た
。
安
心
・
安
全
の
保
育
所
に

な
る
よ
う
目
を
光
ら
せ
て
い
き
た

い
。

久
慈
支
部
＝
体
制
を
早
く
決
め

て
欲
し
い
と
思
い
当
局
と
交
渉

し
て
い
る
が
回
答
が
な
い
。
保

育
所
は
後
回
し
に
さ
れ
て
い
る
。

　支
部
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

二
十
四
時
間
保
育
に
預
け
る
気

は
な
い
と
い
う
結
果
が
。
始
ま

れ
ば
、
時
間
外
業
務
が
増
加
し

育
児
に
問
題
が
出
る
と
い
う
危

惧
が
表
れ
て
い
る
の
で
は
。
時

間
外
勤
務
さ
せ
る
こ
と
を
考
え

る
よ
り
臨
時
や
医
務
嘱
託
を
増

や
し
て
業
務
軽
減
を
考
え
る
べ

き
。
子
供
と
の
時
間
を
大
切
に

し
た
く
て
退
職
や
夜
勤
免
除
等

を
し
て
い
る
の
に
夜
勤
の
強
要

な
ど
本
当
の
理
由
を
流
さ
れ
て

し
ま
う
の
は
問
題
だ
。

中
央
支
部
＝
突
然
の
二
十
四
時

間
保
育
の
発
表
に
よ
り
子
供
達

や
私
た
ち
の
身
分
が
今
後
ど
う

な
る
か
不
安
で
非
常
に
混
乱
し

た
。
そ
の
中
で
当
局
か
ら
業
者

と
担
当
者
が
施
設
を
見
に
来
た

の
で
「
二
十
四
時
間
保
育
の
た

め
に
調
べ
に
来
た
の
か
」
と
聞

く
と
、
あ
や
ふ
や
な
回
答
し
か

な
く
、
不
安
を
感
じ
た
。
長
い

間
あ
ゆ
み
保
育
所
に
お
世
話
に

な
っ
て
き
て
、
今
年
で
閉
所
と

思
う
と
大
変
つ
ら
い
。

　子
供
が
人
間
ら
し
く
健
や
か

に
育
っ
て
い
く
た
め
に
も
「
お

金
が
あ
れ
ば
何
で
も
出
来
る
」

と
い
う
様
な
事
は
見
せ
て
欲
し

く
な
い
。

中
央
支
部
＝
今
後
保
育
所
運
営

に
ど
の
様
に
関
与
し
て
い
く
の

か
、
今
預
け
て
い
る
親
達
や
、

職
員
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

今
後
の
事
を
考
え
て
、
情
報
の

収
集
や
、
保
育
士
と
し
て
当
局

と
直
接
交
渉
の
場
を
つ
く
っ
て

欲
し
い
。

南
光
支
部
＝
上
司
か
ら
「
二
十

四
時
間
保
育
が
始
ま
る
か
ら
夜

勤
で
き
な
い
？
」
と
聞
か
れ
た

ら
若
い
人
は
断
れ
な
い
。
こ
ん

な
事
が
無
い
様
に
当
局
に
徹
底

さ
せ
た
い
。
二
十
四
時
間
保
育

は
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
親
と

い
る
時
間
が
減
っ
た
り
、
不
規

則
な
生
活
だ
と
情
緒
不
安
定
に

な
る
よ
う
に
思
う
。

南
光
支
部
＝
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

っ
た
結
果
、
今
ま
で
と
同
様
の

内
容
・
方
針
で
保
育
し
て
欲
し

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
や
は
り

安
全
・
安
心
の
保
育
が
重
要
と

感
じ
た
。

三
六
協
定

久
慈
支
部
＝
違
法
な
ら
ば
監
督

署
に
訴
え
て
も
良
い
の
で
は
。

支
部
交
渉
で
は
相
手
に
さ
れ
な

い
。
本
部
と
当
局
で
結
ぶ
べ
き
。

衛
生
委
員
会

久
慈
支
部
＝
メ
ン
タ
ル
で
休
む

職
員
が
増
加
し
て
い
る
。
業
務

が
増
え
て
い
る
の
に
人
員
が
増

え
ず
、
委
員
会
に
提
案
し
て
も

取
り
上
げ
て
く
れ
な
い
。
実
態

把
握
の
た
め
超
勤
請
求
す
る
よ

う
に
話
し
て
い
る
が
浸
透
し
な

い
。
機
関
紙
で
訴
え
て
欲
し
い
。

宮
古
支
部
＝
メ
ン
タ
ル
で
休
む

職
員
が
増
加
し
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
衛
生
委
員
会
に
提
案
し
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第
一
号
議
案

二
〇
〇
七
年
度
財
政
報
告

　
並
び
に
会
計
監
査
報
告

財
政
報
告
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
計
監
査
か
ら
の
指
導
と
し
て

本
部
の
出
勤
簿
管
理
を
き
ち
ん

と
行
う
よ
う
指
導
が
あ
り
ま
し

た
。第

二
号
議
案

二
〇
〇
八
年
度
運
動
方
針

ス
ト
ラ
イ
キ
処
分

南
光
支
部
＝
昨
年
の
ス
ト
に
関

し
て
「
こ
ん
な
組
合
活
動
は
や

っ
て
ら
れ
な
い
」
と
脱
退
し
た

支
部
役
員
が
で
た
。
ス
ト
参
加

者
に
色
々
影
響
が
あ
っ
た
の
で

は
と
不
安
が
っ
て
い
る
組
合
員

が
い
る
の
で
も
っ
と
説
明
し
て

欲
し
い
。

　
人
事
考
課
は
、
当
局
を
向
い

て
評
価
す
れ
ば
い
い
の
か
。
こ

の
ま
ま
だ
と
真
面
目
な
評
価
者

ほ
ど
自
殺
す
る
の
で
は
。

　
ス
ト
処
分
や
保
育
所
問
題
等

で
当
局
の
挑
発
に
乗
っ
て
し
ま

い
、
結
果
的
に
組
合
員
を
守
れ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
原
油
高
騰
に
よ
り
通
勤
手
当

の
見
直
し
を
交
渉
し
て
欲
し
い
。

久
慈
支
部
＝
憲
法
上
認
め
ら
れ

て
い
る
ス
ト
に
対
し
て
な
ぜ
処

分
す
る
の
か
。
当
局
に
対
抗
し

て
、
組
合
も
当
局
の
違
法
行
為

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
。
労
働
者
を
守
る
為
に
世

界
で
認
め
ら
れ
て
い
る
ス
ト
が
、

な
ぜ
日
本
で
は
十
四
分
程
度
の

ス
ト
を
処
分
す
る
の
か
疑
問
。Ｉ

Ｌ
Ｏ
申
請
を
検
討
し
て
い
る
様

だ
が
、
県
民
に
も
知
ら
せ
る
べ

き
で
は
。

大
東
支
部
＝
ス
ト
処
分
に
対
し

当
局
に
ギ
ャ
フ
ン
と
言
わ
せ
た

い
。
看
護
師
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
ラ
ダ
ー
は
本
当
に
必
要
な

の
か
。

人
事
考
課
、
査
定
昇
給
、

　
　
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー

千
厩
支
部
＝
ラ
ダ
ー
は
三
年
前

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
人
事
考

課
も
始
ま
っ
た
が
、
見
切
り
発

車
の
た
め
混
乱
し
て
い
る
。

沼
宮
内
支
部
＝
当
局
の
学
習
会

で
、人
事
考
課
は
「
育
成
が
目
的
」

と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
評
価

す
る
職
員
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
る
。
現
場
を
乱
す
だ
け
な

の
で
や
り
た
く
な
い
の
が
本
音
。

一
戸
支
部
＝
数
年
前
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の

検
討
が
あ
っ
た
が
結
局
導
入
さ

れ
な
か
っ
た
。
人
事
考
課
は
人

材
育
成
と
言
う
も
の
の
納
得
で

き
な
い
。

江
刺
支
部
＝
現
在
の
人
事
考
課

で
は
評
価
の
仕
方
に
問
題
が
あ

る
。

九
回
夜
勤

二
戸
支
部
＝
四
月
に
新
採
用
者
、

転
入
者
が
多
か
っ
た
た
め
三
十

三
名
が
九
回
夜
勤
と
な
っ
た
。

来
年
も
こ
ん
な
事
に
な
ら
な
い

よ
う
対
応
し
た
い
。
現
在
も
九

回
夜
勤
が
発
生
し
そ
う
な
状
況
。

臨
時
看
護
師
を
募
集
し
て
い
て

も
集
ま
ら
な
い
。
育
児
時
間
の

職
員
に
夜
勤
の
依
頼
を
行
っ
て

い
る
。
と
に
か
く
人
員
を
増
や

し
て
欲
し
い
。

磐
井
支
部
＝
四
〜
六
月
と
連
続

で
発
生
し
て
い
る
。
特
に
満
床

の
病
棟
で
発
生
。
超
勤
も
請
求

し
に
く
い
雰
囲
気
で
、
年
次
、

非
番
も
希
望
通
り
に
取
得
で
き

な
い
。

花
泉
支
部
＝
看
護
師
が
全
体
で

十
七
人
し
か
い
な
い
の
に
委
員

会
が
七
つ
に
な
り
一
人
で
三
つ

く
ら
い
掛
け
持
ち
。
現
在
ギ
リ

ギ
リ
の
人
員
で
磐
井
か
ら
応
援

が
な
い
と
九
回
夜
勤
が
発
生
し

て
し
ま
う
状
況
。

休
憩
・
休
息
時
間

南
光
支
部
＝
休
息
時
間
は
自
分

の
病
棟
で
は
全
く
休
め
な
い
。

休
憩
時
間
す
ら
き
ち
ん
と
休
め

ず
御
飯
を
食
べ
る
の
が
精
一
杯
。

最
近
の
状
況
で
は
、
遅
れ
て
昼

休
み
に
入
っ
た
た
め
、
ず
ら
し

て
休
ん
で
良
い
か
聞
い
た
と
こ

　県
医
労
第
六
十
四
回
定
期
大
会
は
、六
月
二
十
、二
十

一
日
の
二
日
間
、花
巻
温
泉「
ホ
テ
ル
紅
葉
館
」で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。二
十
六
支
部
か
ら
代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
あ
わ
せ
て
百
三
十
七
名
が
参
加
。全
て
の
議
案
を

採
択
し
、今
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

第
二
号
議
案

第
一
号
議
案

第
二
号
議
案

より良い医療を提供し、
安心して働ける職場を
より良い医療を提供し、
安心して働ける職場を
より良い医療を提供し、
安心して働ける職場を

県医労第64回定期大会

4

ろ
、
総
師
長
か
ら
「
超
過
勤
務

で
請
求
し
て
」
と
回
答
が
あ
っ

た
。
時
間
を
変
更
し
て
休
ん
で

は
い
け
な
い
の
か
。

久
慈
支
部
＝
病
院
か
ら
休
息
時

間
は
出
来
る
だ
け
取
る
よ
う
言
わ

れ
て
い
る
が
、な
か
な
か
取
れ
な
い
。

休
憩
時
間
は
ず
ら
し
て
で
も
取
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

胆
沢
支
部
＝
検
査
科
で
は
状
況

を
見
な
が
ら
休
ん
で
い
る
。
外

来
で
は
診
察
の
関
係
上
休
め
て

い
な
い
。
病
棟
で
も
状
況
に
よ

っ
て
時
間
通
り
取
れ
て
い
な
い
。

休
憩
時
間
は
久
慈
と
同
様
。

沼
宮
内
支
部
＝
外
来
で
は
診
察

終
了
す
る
ま
で
昼
休
み
は
取
れ

な
い
が
、
ず
ら
し
て
休
む
よ
う

に
し
て
い
る
。
病
棟
で
も
同
様
。

保
育
所
問
題

大
船
渡
支
部
＝
四
十
年
続
い
た

保
育
所
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
の

が
悲
し
い
。
い
ま
ま
で
頑
張
っ

て
き
た
保
育
士
の
皆
様
に
は
非

常
に
感
謝
し
て
い
る
。
四
月
か

ら
の
新
し
い
保
育
士
に
子
供
達

が
な
じ
む
の
か
不
安
。
親
も
知

ら
な
い
保
育
士
に
預
け
る
の
は

不
安
だ
と
思
う
。

　今
後
、
保
育
士
が
継
続
し
て

働
け
る
様
に
働
き
か
け
て
欲
し

い
。
将
来
赤
字
に
な
っ
て
保
育

所
が
無
く
な
ら
な
い
様
に
お
願

い
し
た
い
。
信
頼
し
て
預
け
る

こ
と
が
出
来
る
保
育
所
が
無
い

と
安
心
し
て
働
け
な
い
。
本
当

は
子
供
を
預
け
て
ま
で
働
き
た

く
な
い
。

花
巻
厚
生
支
部
＝
県
医
労
中
心

の
保
育
所
で
あ
る
か
ら
こ
そ
安

心
し
て
働
い
て
き
た
。
整
理
解

雇
を
言
わ
れ
た
と
き
は
大
変
動

揺
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
一
年

あ
る
の
で
一
生
懸
命
働
き
た
い
。

ぜ
ひ
良
い
雇
用
条
件
と
保
育
環

境
を
整
備
で
き
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

胆
沢
支
部
＝
園
児
減
少
の
為
に
十

八
年
度
末
で
閉
所
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
あ
と一年
続
け
て
欲
し
い
と

の
こ
と
で
十
九
年
三
月
ま
で
行
っ

た
。
閉
所
式
は
昔
の
役
員
や
保
母

さ
ん
達
も
呼
ん
で
盛
大
に
行
い
、

記
念
誌
も
立
派
に
出
来
上
が
り
大

変
好
評
だ
っ
た
。

　閉
所
二
ヶ
月
前
に
当
局
か
ら
突

然
二
十
四
時
間
保
育
を
行
う
と
発

表
が
あ
り
、
四
月
一
日
か
ら
開
園

と
な
っ
た
。
夜
間
保
育
は
で
て
い
な

い
が
保
育
士
が
当
番
で
待
機
し
て

い
る
状
態
。
当
局
の
責
任
で
保
育

所
運
営
を
行
う
こ
と
は
評
価
で
き

る
が
、
今
ま
で
行
っ
て
こ
な
か
っ
た

の
に
女
性
医
師
確
保
と
し
て
手
の

ひ
ら
を
返
し
て
採
算
度
外
視
で
運

営
す
る
こ
と
は
今
さ
ら
と
感
じ
る
。

保
育
所
経
営
は
苦
し
い
状
況
だ
っ

た
が
、
委
託
業
者
に
は
今
ま
で
の

約
五
倍
の
金
額
で
契
約
し
て
い
る
。

職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え

る
の
は
良
い
事
だ
が
、
夜
勤
を
強

制
さ
れ
な
い
様
に
当
局
へ
釘
を
刺

し
た
。
安
心
・
安
全
の
保
育
所
に

な
る
よ
う
目
を
光
ら
せ
て
い
き
た

い
。

久
慈
支
部
＝
体
制
を
早
く
決
め

て
欲
し
い
と
思
い
当
局
と
交
渉

し
て
い
る
が
回
答
が
な
い
。
保

育
所
は
後
回
し
に
さ
れ
て
い
る
。

　支
部
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

二
十
四
時
間
保
育
に
預
け
る
気

は
な
い
と
い
う
結
果
が
。
始
ま

れ
ば
、
時
間
外
業
務
が
増
加
し

育
児
に
問
題
が
出
る
と
い
う
危

惧
が
表
れ
て
い
る
の
で
は
。
時

間
外
勤
務
さ
せ
る
こ
と
を
考
え

る
よ
り
臨
時
や
医
務
嘱
託
を
増

や
し
て
業
務
軽
減
を
考
え
る
べ

き
。
子
供
と
の
時
間
を
大
切
に

し
た
く
て
退
職
や
夜
勤
免
除
等

を
し
て
い
る
の
に
夜
勤
の
強
要

な
ど
本
当
の
理
由
を
流
さ
れ
て

し
ま
う
の
は
問
題
だ
。

中
央
支
部
＝
突
然
の
二
十
四
時

間
保
育
の
発
表
に
よ
り
子
供
達

や
私
た
ち
の
身
分
が
今
後
ど
う

な
る
か
不
安
で
非
常
に
混
乱
し

た
。
そ
の
中
で
当
局
か
ら
業
者

と
担
当
者
が
施
設
を
見
に
来
た

の
で
「
二
十
四
時
間
保
育
の
た

め
に
調
べ
に
来
た
の
か
」
と
聞

く
と
、
あ
や
ふ
や
な
回
答
し
か

な
く
、
不
安
を
感
じ
た
。
長
い

間
あ
ゆ
み
保
育
所
に
お
世
話
に

な
っ
て
き
て
、
今
年
で
閉
所
と

思
う
と
大
変
つ
ら
い
。

　子
供
が
人
間
ら
し
く
健
や
か

に
育
っ
て
い
く
た
め
に
も
「
お

金
が
あ
れ
ば
何
で
も
出
来
る
」

と
い
う
様
な
事
は
見
せ
て
欲
し

く
な
い
。

中
央
支
部
＝
今
後
保
育
所
運
営

に
ど
の
様
に
関
与
し
て
い
く
の

か
、
今
預
け
て
い
る
親
達
や
、

職
員
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

今
後
の
事
を
考
え
て
、
情
報
の

収
集
や
、
保
育
士
と
し
て
当
局

と
直
接
交
渉
の
場
を
つ
く
っ
て

欲
し
い
。

南
光
支
部
＝
上
司
か
ら
「
二
十

四
時
間
保
育
が
始
ま
る
か
ら
夜

勤
で
き
な
い
？
」
と
聞
か
れ
た

ら
若
い
人
は
断
れ
な
い
。
こ
ん

な
事
が
無
い
様
に
当
局
に
徹
底

さ
せ
た
い
。
二
十
四
時
間
保
育

は
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
親
と

い
る
時
間
が
減
っ
た
り
、
不
規

則
な
生
活
だ
と
情
緒
不
安
定
に

な
る
よ
う
に
思
う
。

南
光
支
部
＝
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

っ
た
結
果
、
今
ま
で
と
同
様
の

内
容
・
方
針
で
保
育
し
て
欲
し

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
や
は
り

安
全
・
安
心
の
保
育
が
重
要
と

感
じ
た
。

三
六
協
定

久
慈
支
部
＝
違
法
な
ら
ば
監
督

署
に
訴
え
て
も
良
い
の
で
は
。

支
部
交
渉
で
は
相
手
に
さ
れ
な

い
。
本
部
と
当
局
で
結
ぶ
べ
き
。

衛
生
委
員
会

久
慈
支
部
＝
メ
ン
タ
ル
で
休
む

職
員
が
増
加
し
て
い
る
。
業
務

が
増
え
て
い
る
の
に
人
員
が
増

え
ず
、
委
員
会
に
提
案
し
て
も

取
り
上
げ
て
く
れ
な
い
。
実
態

把
握
の
た
め
超
勤
請
求
す
る
よ

う
に
話
し
て
い
る
が
浸
透
し
な

い
。
機
関
紙
で
訴
え
て
欲
し
い
。

宮
古
支
部
＝
メ
ン
タ
ル
で
休
む

職
員
が
増
加
し
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
衛
生
委
員
会
に
提
案
し
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た
い
が
、
委
員
会
で
扱
う
内
容

が
良
く
分
か
ら
な
い
。
情
報
が

欲
し
い
。

胆
沢
支
部
＝
委
員
会
で
医
師
の

超
過
勤
務
調
査
に
つ
い
て
検
討

が
始
ま
っ
た
。
今
後
は
他
職
種

も
調
査
す
る
よ
う
訴
え
た
い
。

中
央
支
部
＝
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

も
議
題
に
あ
が
っ
て
い
る
。
七

対
一
の
た
め
に
補
助
者
等
も
増

え
た
が
体
も
心
も
ま
い
っ
て
い

る
。
こ
の
状
態
で
患
者
に
良
い

看
護
を
提
供
出
来
る
の
か
。

南
光
支
部
＝
他
の
病
院
と
同
じ

よ
う
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
も
話

題
に
あ
が
っ
て
き
て
い
る
。

北
上
支
部
＝
超
過
勤
務
が
議
題

に
な
っ
て
い
る
。
医
師
の
超
勤
が

百
時
間
を
超
え
て
い
る
実
態
も
。

久
慈
支
部
＝
機
能
評
価
を
取
る

為
に
導
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
委
員
会
が
ま
と
も
に
機
能

す
れ
ば
九
回
夜
勤
な
ど
も
解
決

し
や
す
く
な
る
の
で
は
。

地
域
医
療
崩
壊

胆
沢
支
部
＝
地
域
で
署
名
活
動

や
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
て
い

る
。地
域
医
療
を
守
る
た
め
住
民

と
運
動
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

一
戸
支
部
＝
看
護
師
一
人
夜
勤

反
対
の
活
動
に
応
援
・
参
加
し

て
下
さ
っ
た
皆
様
に
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。
大
き
な
問
題
は

発
生
し
て
い
な
い
が
、
患
者
サ

ー
ビ
ス
低
下
や
職
員
の
精
神
的

負
担
が
大
き
い
。
医
師
不
足
等

人
員
の
不
足
が
明
ら
か
だ
が
解

決
策
が
無
い
。

大
迫
支
部
＝
地
域
医
療
を
守
っ

て
い
く
た
め
学
習
会
を
行
い
住

民
八
十
五
人
が
参
加
。
県
医
労

友
の
会
と
の
連
携
も
考
え
て
ほ

し
い
。

二
戸
支
部
＝
救
急
患
者
は
殆
ど

搬
送
さ
れ
て
く
る
。
急
患
に
見

え
な
い
患
者
も
普
通
に
来
院
す

る
。
こ
の
状
況
で
十
六
時
間
勤

務
で
は
夜
も
全
く
休
め
ず
、
日

勤
↓
翌
日
午
前
中
ま
で
ず
っ
と

働
い
て
い
る
。

久
慈
支
部
＝
助
産
師
外
来
を
始

め
る
に
あ
た
り
色
々
条
件
が
良

く
な
る
と
の
事
だ
っ
た
が
、
医

師
常
勤
が
二
名
か
ら
一
名
へ
減
、

助
勤
が
一
名
に
な
っ
た
だ
け
。

二
戸
支
部
＝
産
婦
人
科
に
つ
い
て

久
慈
病
院
と
十
分
協
議
さ
れ
て

お
ら
ず
連
携
が
と
れ
て
い
な
い
。

組
合
加
入

二
戸
支
部
＝
新
採
用
者
の
組
合

加
入
は
ま
だ
四
割
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
全
員
加
入
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

電
子
カ
ル
テ
導
入

久
慈
支
部
＝
導
入
に
関
す
る
業

務
で
超
勤
が
発
生
中
。
事
務
や

医
師
も
反
対
し
て
い
る
が
、
当

局
の
方
針
な
の
か
七
月
実
施
に

向
け
作
業
し
て
い
る
。

南
光
支
部
＝「
出
来
な
い
」
と
い

っ
て
退
職
し
た
職
員
が
い
た
。

電
子
カ
ル
テ
中
止
は
出
来
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ん
と
か

慣
れ
て
退
職
し
な
い
で
ほ
し
い
。

青
年
部
、
女
性
部
、

各
部
門
の
活
動

青
年
部
＝
昨
年
も
様
々
な
行
事

を
行
っ
て
き
た
。
今
年
は
岩
手

が
み
ち
の
く
ア
ク
ト
の
会
場
と

な
っ
て
お
り
成
功
に
向
け
て
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

女
性
部
＝
五
十
周
年
に
向
け
て

記
念
誌
を
作
成
中
。
忙
し
い
と

思
う
が
参
加
、
協
力
を
し
て
欲

し
い
。

検
査
部
門
＝
昨
年
度
は
対
策
委

員
会
を
数
回
開
催
で
き
た
。
今

後
も
開
催
し
て
い
き
た
い
。

平
和
活
動
、
そ
の
他

紫
波
支
部
＝
平
和
行
進
の
出
迎

え
に
組
合
員
全
員
が
参
加
し
た
。

二
戸
支
部
＝
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
で
は
組
合
と
し
て
も
対
応

が
大
変
だ
っ
た
。
今
後
体
制
の

見
直
し
を
含
め
て
の
取
り
組
み

を
。

　
二
十
四
支
部
の
べ
五
十
二
人

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

■
人
事
考
課
・
査
定
昇
給
に
つ

い
て

　
今
後
も
反
対
し
て
い
く
が
、

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
く
。
当
局
は
「
人
材
育
成

と
特
別
昇
給
に
代
わ
る
も
の
」

と
回
答
。
こ
れ
に
関
す
る
不
利

益
が
無
い
よ
う
当
局
に
徹
底
さ

せ
て
い
く
。

■
ス
ト
処
分
に
つ
い
て

　
現
在
Ｉ
Ｌ
Ｏ
提
訴
を
含
め
て

日
本
医
労
連
と
相
談
中
で
あ
る

が
、
処
分
の
不
当
性
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
チ

ラ
シ
等
、
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

■
休
憩
・
休
息
時
間

　
休
憩
四
十
五
分
は
必
ず
確
保

す
る
よ
う
当
局
に
徹
底
さ
せ
て

い
く
。
休
息
時
間
も
同
様
に
ズ

ラ
し
て
で
も
休
ん
で
ほ
し
い
。

■
三
六
協
定

　
団
体
交
渉
で
進
め
て
い
く
。

■
衛
生
委
員
会

　
病
休
者
も
増
え
て
い
る
中
、

組
合
と
し
て
も
大
事
な
課
題
。

医
療
局
全
体
と
し
て
衛
生
委
員

会
を
作
る
よ
う
に
要
望
し
た
い
。

■
そ
の
他

　
通
勤
手
当
見
直
し
が
人
事
院

で
も
議
題
に
な
っ
て
い
る
。
組

合
で
も
要
求
し
て
い
く
。

　
昨
年
の
中
央
委
員
会
で
、
医

師
の
協
力
や
助
産
師
増
員
等
、

院
内
協
力
体
制
の
確
立
を
提
案

し
て
い
る
。
こ
れ
に
そ
っ
て
活

動
す
る
。

　総
括
答
弁
を
受
け
、
第

二
号
議
案
は
、
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
総
括
答
弁
】

【
総
括
答
弁
】
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【
第
三
号
議
案
】

県
医
労
規
約
・
規
程
の
改
正

■
支
部
名
の
変
更
に
つ
い
て

　投
票
総
数
・
百
票
中
、
賛

成
九
十
七
、
反
対
二
、
白
票

一
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
再
任
用
職
員
の
組
合
費
の
変

更
に
つ
い
て

　投
票
総
数
・
百
票
中
、
賛

成
九
十
一
、
反
対
八
、
白
票

一
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
院
内
保
育
所
職
員
の
組
織
化

に
つ
い
て

　投
票
総
数
・
百
票
中
、
賛

成
九
十
九
、
反
対
〇
、
白
票

一
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
特
別
会
計
の
統
合
に
つ
い
て

　投
票
総
数
・
百
票
中
、
賛

成
九
十
四
、
反
対
三
、
白
票

三
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

県
医
労
書
記
局
内
規
改
正

■
再
任
用
制
度
に
つ
い
て

　拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
四
号
議
案
】

永
年
組
合
員
の
表
彰

　十
支
部
二
十
六
名
の
被
表
彰

者
を
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。

記
念
品
と
し
て
南
部
鉄
器
の
急

須
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
第
五
号
議
案
】

二
〇
〇
八
年
度
財
政
方
針

　質
疑
・
討
論
は
な
く
、
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
六
号
議
案
】

二
〇
〇
八
年
度
役
員

　及
び
各
種
委
員
の
選
出

　今
年
度
の
本
部
役
員
、
統
制

委
員
、
犠
牲
者
救
済
委
員
は
、

表
の
通
り
で
す
。

【
第
七
号
議
案
】

二
〇
〇
八
年
度

特
別
中
央
執
行
委
員
の
決
定

　金
野
耕
治
氏
を
、
満
場
の
拍

手
で
特
別
中
央
執
行
委
員
と
し

て
確
認
し
ま
し
た
。

【
退
任
役
員
の
紹
介
】

■
副
中
央
執
行
委
員
長

　冨
岡

　要

　（北
上
支
部
）

■
中
央
執
行
委
員

　鈴
木

　健
礼
（
宮
古
支
部
）

　田
ノ
岡
純
子
（
南
光
支
部
）

　山
口
ル
ミ
子
（
久
慈
支
部
）

■
会
計
監
査
委
員

　伊
藤

　進  （
東
和
支
部
）

【
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
】

■
技
あ
り
で
賞  

二
戸
支
部

■
や
っ
ぱ
り
手
書
き
で
賞

 

花
巻
厚
生
支
部

■
復
活
賞 

宮
古
支
部

第
三
号
議
案

第
四
号
議
案

第
七
号
議
案

退
任
役
員
の
紹
介

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰

第
五
号
議
案

第
六
号
議
案

第
三
号
議
案

第
四
号
議
案

第
七
号
議
案

退
任
役
員
の
紹
介

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰

第
五
号
議
案

第
六
号
議
案

 立候補役員 定数 立候補者名 所属支部 信任票 不信任票
 中央執行委員長 1 佐々木茂喜 書記局 98 0
 副中央執行委員長 2 菊池恵美子 遠野 94 4
   中野るみ子 中央 98 0
 書　　記　　長 1 春山一男 書記局 97 1
 書　記　次　長 1 菊池彰 書記局 98 0
   鈴木幸子 宮古 98 0
   内藤鈴子 中央 97 1
   佐々木光春 久慈 97 1
   加藤憲一 磐井 98 0
   藤原淳吉 花巻厚生 98 0
 中央執行委員 11 児玉久子 千厩 97 1
   竹原良広 大船渡 97 1
   田口修子 釜石 98 0
   遠藤満 二戸 98 0
   高橋広美 書記局 97 1
   五十嵐久美子 書記局 98 0
   松戸健一 胆沢 98 0
 会計監査委員 3 立花大輔 本庁 97 1
   合口嶺雄 花泉 98 0

２００８年度本部役員選挙結果
投票総数98票（内　有効 ９８ 票、無効 ０ 票）

 選出区分 氏　　名 所属支部

 北部地区 堺田博幸 一戸

 中部地区 村松健悦 花巻厚生

 三陸地区 佐野未央子 山田

 南部地区 松岡節子 南光

 執行部 田口修子 釜石

 選出区分 氏　　名 所属支部

 北部地区 北條宏子 中央

 中部地区 大崎孝行 胆沢

 三陸地区 上野萬亀子 大槌

 南部地区 川口隆 磐井

 執行部 佐々木光春 久慈

 執行部 鈴木幸子 宮古

2008年度統制委員

2008年度犠牲者救済委員
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【
第
三
号
議
案
】

県
医
労
規
約
・
規
程
の
改
正

■
支
部
名
の
変
更
に
つ
い
て

　

投
票
総
数
・
百
票
中
、
賛

成
九
十
七
、
反
対
二
、
白
票

一
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
再
任
用
職
員
の
組
合
費
の
変

更
に
つ
い
て

　

投
票
総
数
・
百
票
中
、
賛

成
九
十
一
、
反
対
八
、
白
票

一
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
院
内
保
育
所
職
員
の
組
織
化

に
つ
い
て

　

投
票
総
数
・
百
票
中
、
賛

成
九
十
九
、
反
対
〇
、
白
票

一
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
特
別
会
計
の
統
合
に
つ
い
て

　

投
票
総
数
・
百
票
中
、
賛

成
九
十
四
、
反
対
三
、
白
票

三
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

県
医
労
書
記
局
内
規
改
正

■
再
任
用
制
度
に
つ
い
て

　

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
四
号
議
案
】

永
年
組
合
員
の
表
彰

　

十
支
部
二
十
六
名
の
被
表
彰

者
を
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。

記
念
品
と
し
て
南
部
鉄
器
の
急

須
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
第
五
号
議
案
】

二
〇
〇
八
年
度
財
政
方
針

　

質
疑
・
討
論
は
な
く
、
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
六
号
議
案
】

二
〇
〇
八
年
度
役
員

　

及
び
各
種
委
員
の
選
出

　

今
年
度
の
本
部
役
員
、
統
制

二
〇
〇
八
年
度

特
別
中
央
執
行
委
員
の
決
定

　
　
　
　
　

氏
を
、
満
場
の
拍

手
で
特
別
中
央
執
行
委
員
と
し

て
確
認
し
ま
し
た
。

【
退
任
役
員
の
紹
介
】

■
副
中
央
執
行
委
員
長

　
　
　
　
　

 　
（
北
上
支
部
）

■
中
央
執
行
委
員

　
　
　
　
　
　

 （
宮
古
支
部
）

　
　
　
　
　

 　
（
南
光
支
部
）

　
　
　
　
　

 　
（
久
慈
支
部
）

■
会
計
監
査
委
員

　

  　
　
　
　
　

（
東
和
支
部
）

【
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
】

■
技
あ
り
で
賞  

二
戸
支
部

■
や
っ
ぱ
り
手
書
き
で
賞

 

花
巻
厚
生
支
部

■
復
活
賞 

宮
古
支
部

第
三
号
議
案

第
三
号
議
案

第
四
号
議
案

第
四
号
議
案

第
七
号
議
案

第
七
号
議
案

退
任
役
員
の
紹
介

退
任
役
員
の
紹
介

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
表
彰

第
五
号
議
案

第
五
号
議
案

第
六
号
議
案

第
六
号
議
案

第
三
号
議
案

第
四
号
議
案

第
七
号
議
案

退
任
役
員
の
紹
介

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰

第
五
号
議
案

第
六
号
議
案

委
員
、
犠
牲
者
救
済
委
員
は
、

表
の
通
り
で
す
。

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

 立候補役員 定数 立候補者名 所属支部 信任票 不信任票
 中央執行委員長 1 佐々木茂喜 書記局 98 0
 副中央執行委員長 2  遠野 94 4
    中央 98 0
 書　　記　　長 1  書記局 97 1
 書　記　次　長 1  書記局 98 0
    宮古 98 0
    中央 97 1
    久慈 97 1
    磐井 98 0
    花巻厚生 98 0
 中央執行委員 11  千厩 97 1
    大船渡 97 1
    釜石 98 0
    二戸 98 0
    書記局 97 1
    書記局 98 0
    胆沢 98 0
 会計監査委員 3  本庁 97 1
    花泉 98 0

２００８年度本部役員選挙結果
投票総数98票（内　有効 ９８ 票、無効 ０ 票）

 選出区分 氏　　名 所属支部

 北部地区 ○○○○ 一戸

 中部地区  花巻厚生

 三陸地区  山田

 南部地区  南光

 執行部  釜石

 選出区分 氏　　名 所属支部

 北部地区  中央

 中部地区  胆沢

 三陸地区  大槌

 南部地区  磐井

 執行部  久慈

 執行部  宮古

2008年度統制委員

2008年度犠牲者救済委員

○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○
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女性部

七
月
十
一
日
〜
十
二
日
、「
ホ

テ
ル
森
の
風
鶯
宿
」
を
会
場
に

第
五
十
一
回
女
性
部
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に

は
、
十
九
支
部
・
本
部
八
十
六

名
が
参
加
。
各
職
場
の
状
況
や

支
部
女
性
部
の
活
動
な
ど
、
活

発
な
討
論
が
行
わ
れ
、
夕
食
交

流
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
、
ゲ
ー
ム
や
余
興
を
楽
し

み
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
役
員
で
は
、

新
書
記
長
に
大
船
渡
支
部
の

○
○
○
○
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

 

　
大
会
で
は
、
長
時
間
労

働
が
日
常
化
し
、「
働
き

続
け
る
自
信
が
な
い
」「
心

身
共
に
負
担
が
大
き
い
」

「
休
み
の
日
は
寝
て
い
る

だ
け
」
な
ど
と
い
っ
た
職

場
の
厳
し
い
現
実
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、「
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
何

か
で
き
る
と
思
う
」
と
、

宮
古
支
部
か
ら
参
加
し
た

新
採
用
の
若
い
組
合
員
の

発
言
に
、
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

た
。大

会
で
の
主
な
発
言
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
七
対
一
看
護

中
央
＝
外
来
か
ら
看
護
師
が

消
え
て
、
補
助
者
が
増
え
た
。

病
棟
も
数
は
足
り
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
不
安
だ
。

○
年
次
等

花
巻
厚
生
＝
年
次
が
取
り
に

く
い
。
本
人
に
断
り
な
く
夏
休

み
が
つ
い
て
い
た
。

○
一
人
夜
勤

一
戸
＝
一
晩
中
、
ラ
ウ
ン
ド

し
て
い
る
の
で
、
心
身
共
に
苦

痛
。
み
ん
な
、
疲
れ
て
い
る
。

「年次について」
花巻厚生支部　○○○○代議員

「7：1看護について」
中央支部　○○○○代議員

身
体
が
壊
れ
る

女性部第51回定期大会

機関誌コンクール

子育ても仕事も大事にしたい子育ても仕事も大事にしたい子育ても仕事も大事にしたい

二戸支部　○○○○代議員

○トーマス賞
　二戸支部「ねぇ ちょっと」

○パール賞
　宮古支部「かっぽうぎ」

○ダイヤモンド賞
　胆沢支部「いさわ」

○ルビー賞
　中央支部「ひろば」

トーマス賞
もらっちゃい
ました。

8

女性部

○
電
子
カ
ル
テ

久
慈
＝
混
乱
し
た
ま
ま
電
子

カ
ル
テ
が
実
施
さ
れ
た
。
ケ
ア

が
終
わ
っ
て
か
ら
入
力
し
て
い

る
が
、
超
勤
は
書
け
な
い
雰
囲

気
。
不
安
と
疲
労
の
毎
日
を
送

っ
て
い
る
。
　

○
保
育
所

胆
沢
＝
二
十
四
時
間
保
育
が

実
施
さ
れ
た
。
十
人
の
定
員
で
、

夜
間
の
緊
急
呼
び
出
し
に
も
対

応
す
る
と
謳
っ
て
い
る
が
、
利

用
者
は
い
な
い
。

  支
部
の
活
動
で
は
、
二
戸
支

部
が
、
好
評
の
食
事
会
を
定
期

的
に
続
け
て
い
る
こ
と
や
、
南

光
支
部
が
「
給
料
に
つ
い
て
」

の
学
習
会
を
実
施
し
、
少
し
の

超
勤
で
も
、
ま
と
め
る
と
大
き

く
な
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
紫
波
支
部
か
ら
は

母
親
大
会
の
取
り
組
み
と
協
力

へ
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

                       

大
会
で
は
、
女
性
が
子
育
て

し
な
が
ら
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
、
誰
も
が
い
つ
で
も
安
心
し

て
か
か
れ
る
病
院
の
実
現
に
向

け
て
一
歩
を
踏
み
だ
す
こ
と
を

決
意
し
、
決
議
文
を
岩
手
県
知

事
と
医
療
局
長
宛
に
送
付
し
ま

し
た
。

大
会
二
日
目
は
、
川
久
保

病
院
で
女
性
外
来
を
担
当
し

て
い
る
加
藤
幸
先
生
が
「
は

た
ら
く
女
性
の
心
と
身
体
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

思
春
期
か
ら
妊
娠
・
出
産
、

更
年
期
、
老
年
期
ま
で
、
大

き
く
変
化
す
る
女
性
の
身

体
。そ
の
時
々
の
ホ
ル
モ
ン
・

バ
ラ
ン
ス
の
変
動
に
よ
っ

て
、
男
性
よ
り
も
う
つ
病
に

な
り
や
す
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
性
差
に
基
づ
い
た
女
性

の
た
め
の
医
療
＝
女
性
外
来

が
、
い
ま
、
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

講
演
で
は
、「
病
気
で
な

い
不
調
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
、
症
例
を
も
と
に
説
明
。

加
藤
先
生
は
、
幸
せ
な
人

生
を
送
る
た
め
に
は
、
職
場

や
家
庭
で
何
か
を
犠
牲
に
す

る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
価

値
観
に
合
っ
た
働
き
方
、
仕

事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）を
考
え
、

楽
し
く
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

で
あ
る
と
、話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
女
性

と
男
性
の
性
差
に
つ
い
て
再

確
認
で
き
た
」「
何
か
不
調

が
あ
っ
た
ら
、
是
非
、
受
診

し
て
み
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「新採用です」
宮古支部　加藤かおり代議員

「電子カルテについて」
久慈支部　小野寺久美子代議員

仕
事
を
忘
れ
て

県
知
事
、医
療
局
長
に

　
　

 

決
議
文
を
送
付

記
念
講
演

記
念
講
演

元
気
に
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に

元
気
に
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に

元
気
に
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に

講師の加藤幸先生

2008年度 本部女性部役員
◇女 性 部 長　五十嵐　久美子（専　従）

◇副女性部長　簗　部　瑞　枝（中　央）

◇書　記　長　佐々木　なお子（大船渡）

◇委　　　員　岩　泉　和　子（沼宮内）
　　　　　　　坂　本　律　子（二　戸）
　　　　　　　谷　地　弘　子（久　慈）
　　　　　　　千　葉　由理恵（南　光）
　　　　　　　鈴　木　寿　子（千　厩）
　　　　　　　盛　岩　節　子（宮　古）
　　　　　　　吉　田　精　子（東　和）
　　　　　　　細　川　いく子（沼宮内）

tanuki
タイプライターテキスト
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女性部

○
電
子
カ
ル
テ

久
慈
＝
混
乱
し
た
ま
ま
電
子

カ
ル
テ
が
実
施
さ
れ
た
。
ケ
ア

が
終
わ
っ
て
か
ら
入
力
し
て
い

る
が
、
超
勤
は
書
け
な
い
雰
囲

○
保
育
所

胆
沢
＝
二
十
四
時
間
保
育
が

実
施
さ
れ
た
。
十
人
の
定
員
で
、

夜
間
の
緊
急
呼
び
出
し
に
も
対

応
す
る
と
謳
っ
て
い
る
が
、
利

用
者
は
い
な
い
。

　

 

支
部
の
活
動
で
は
、
二
戸
支

部
が
、
好
評
の
食
事
会
を
定
期

的
に
続
け
て
い
る
こ
と
や
、
南

光
支
部
が
「
給
料
に
つ
い
て
」

の
学
習
会
を
実
施
し
、
少
し
の

超
勤
で
も
、
ま
と
め
る
と
大
き

く
な
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
紫
波
支
部
か
ら
は

母
親
大
会
の
取
り
組
み
と
協
力

へ
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

                       

大
会
で
は
、
女
性
が
子
育
て

し
な
が
ら
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
、
誰
も
が
い
つ
で
も
安
心
し

て
か
か
れ
る
病
院
の
実
現
に
向

け
て
一
歩
を
踏
み
だ
す
こ
と
を

決
意
し
、
決
議
文
を
岩
手
県
知

事
と
医
療
局
長
宛
に
送
付
し
ま

し
た
。

大
会
二
日
目
は
、
川
久
保

病
院
で
女
性
外
来
を
担
当
し

て
い
る
加
藤
幸
先
生
が
「
は

た
ら
く
女
性
の
心
と
身
体
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

思
春
期
か
ら
妊
娠
・
出
産
、

更
年
期
、
老
年
期
ま
で
、
大

き
く
変
化
す
る
女
性
の
身

体
。そ
の
時
々
の
ホ
ル
モ
ン
・

バ
ラ
ン
ス
の
変
動
に
よ
っ

て
、
男
性
よ
り
も
う
つ
病
に

な
り
や
す
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
性
差
に
基
づ
い
た
女
性

の
た
め
の
医
療
＝
女
性
外
来

が
、
い
ま
、
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

講
演
で
は
、「
病
気
で
な

い
不
調
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
、
症
例
を
も
と
に
説
明
。

加
藤
先
生
は
、
幸
せ
な
人

や
家
庭
で
何
か
を
犠
牲
に
す

る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
価

値
観
に
合
っ
た
働
き
方
、
仕

事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）を
考
え
、

楽
し
く
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

で
あ
る
と
、話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
女
性

と
男
性
の
性
差
に
つ
い
て
再

確
認
で
き
た
」「
何
か
不
調

が
あ
っ
た
ら
、
是
非
、
受
診

し
て
み
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

気
。
不
安
と
疲
労
の
毎
日
を
送

っ
て
い
る
。

生
を
送
る
た
め
に
は
、
職
場

「新採用です」
宮古支部　○○○○代議員

「電子カルテについて」
久慈支部　○○○○代議員

仕
事
を
忘
れ
て

県
知
事
�
医
療
局
長
に

　
　

 

決
議
文
を
送
付

記
念
講
演

記
念
講
演

記
念
講
演

元
気
に
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に

元
気
に
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に

元
気
に
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に

元
気
に
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に

元
気
に
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に

講師の加藤幸先生

2008年度 本部女性部役員

◇女 性 部 長　○　○　○　○ （専　従）

◇副女性部長　○　○　○　○ （中　央）

◇書　記　長　○　○　○　○ （大船渡）

◇委　　　員　　　　　　　　 （沼宮内）

　　　　　　　　　　　　　　 （二　戸）

　　　　　　　　　　　　　　 （久　慈）

　　　　　　　　　　　　　　 ( 南　光 )

　　　　　　　　　　　　　　 （千　厩）

　　　　　　　　　　　　　　 （宮　古）

　　　　　　　　　　　　　　 （東　和）

　　　　　　　　　　　　　　 （沼宮内）○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○     
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
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○○　○○
○○　○○
○○　○○
○○　○○
○○　○○
○○　○○
○○　○○
○○　○○

青年部　

県
医
労
青
年
部
第
五
十
一

回
定
期
大
会
が
、
七
月
五
、

六
日
、雫
石
町
鶯
宿
温
泉
「
ホ

テ
ル
森
の
風
鶯
宿
」
で
開
催

さ
れ
、
代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー

部
四
十
一
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

大
会
の
全
段
で
は
、
八
月

に
開
催
さ
れ
る
「
み
ち
の
く

ア
ク
ト
Ｉ
Ｎ
岩
手
」
成
功
に

向
け
、
十
二
年
前
に
岩

手
で
開
催
さ
れ
た
ア
ク

ト
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
紹
介
し

な
が
ら
今
回
の
ア
ク
ト

の
魅
力
や
内
容
の
紹
介

を
し
、
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
出
席
代
議

員
が
成
立
要
件
に
満
た

な
か
っ
た
の
で
、急
遽
、

代
表
者
会
議
に
切
り
替

え
て
行
い
ま
し
た
。
各

支
部
か
ら
は
現
場
の
実

態
や
支
部
青
年
部
の
活

動
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
議
案
は
全
て
確
認

○
○
・
新
青
年
部
長
の
音
頭

で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱

し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

夜
の
懇
親
会
で
は
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
交
流
し
ま
し

た
。

○○○○新青年部長のもと団結ガンバロー！

◆日　程：2008年8月29日（金）～31日（日）

◆場　所：八幡平温泉郷 八幡平リゾートホテル
TEL 0195－78－4111

◆参加費：32,000円（全日程）※本部負担　　　　　

2008年度
　本部青年部役員
◇部　長
　○○　○○ （専　従）

◇副部長
　○○　○○ （大船渡）

◇書記長
　○○　○○ （大船渡）

◇委　員
　 （中　央）
　　　　　　　　（一　戸）
　 （遠　野）
　 （胆　沢）
　 （久　慈）
　 （釜　石）
　 （宮　古）
　 （南　光）

この体制で活動します。
よろしくお願いします。

バ
ー
を
含
め
十
六
支
部
・
本

さ
れ
、
終
わ
り
に
○
○

青
年
部
第
五
十
一
回
定
期
大
会（
代
表
者
会
議
）

み
ち
の
く
ア
ク
ト

み
ち
の
く
ア
ク
ト
inin
岩
手
岩
手

　
　

成
功
に
向
け
、団
結
し
よ
う
！

　
　

成
功
に
向
け
、団
結
し
よ
う
！

み
ち
の
く
ア
ク
ト
in
岩
手

　
　

成
功
に
向
け
、団
結
し
よ
う
！
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先
日
、
支
部
の
日
帰
り
旅
行

に
参
加
し
ま
し
た
。
一
人
だ
し

…

ち
ょ
っ
と
内
気
な
私
で
し
た

が
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
に
汗
を

流
し
、
八
食
セ
ン
タ
ー
で
は
新

鮮
な
魚
介
類
に
舌
鼓
を
う
ち
、

な
に
よ
り
、
よ
そ
の
小
さ
な
子

ど
も
達
と
仲
良
く
な
れ
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
が

子
育
て
し
て
る
頃
を
思
い
出

し
、
い
ま
で
は
憎
ま
れ
口
し
か

言
わ
な
い
我
が
子
も
昔
は
可
愛

か
っ
た
ん
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
仲
良
く
し
て
く
れ
た
○
○

ち
ゃ
ん
、
ま
た
行
こ
う
ね
。

胆
沢
支
部    

○
○
○
○

久
し
ぶ
り
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
！
暇
が
な
い
ん
で
す
、

暇
が
！
健
康
維
持
と
家
庭
維
持

も
ま
ま
な
ら
な
い
今
日
こ
の

頃
。
ま
ず
は
人
を
増
や
し
て
く

だ
さ
い
。

六
月
号
の
新
春
パ
ズ
ル
「
ま
ち

が
い
は
七
つ
」
に
は
、
十
六
名
の

応
募
が
あ
り
、
十
六
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、

次
の
十
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の

当
選
者
（
敬
称
略
）

○
○
○
○（
九
戸
支
部
）、
ま
ん

ぼ
う
、
ぶ
よ
、
入
力
チ
ェ
ッ
カ
ー

（
以
上
、
中
央
支
部
）、
セ
ン
ト
ア

キ
（
胆
沢
支
部
）、
チ
ャ
ピ
ー
マ

マ
（
磐
井
支
部
）、や
ち
む
ん
（
花

泉
支
部
）、
ド
ス
コ
イ
王
子
（
千

厩
支
部
）、
須
川
大
好
き
（
大
東

支
部
）、
匿
名
希
望
（
宮
古
支
部
）

こ
の
ガ
ソ
リ
ン
高
騰
、
長
距

離
運
転
の
私
に
は
と
て
も
頭
の

痛
い
と
こ
ろ
で
す
。
と
い
う
こ

と
で
一
大
決
心
を
し
て
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
を
買
い
ま
し

た
。
カ
ー
ナ
ビ
も
初
め
て
使
っ

た
の
で
す
が
、
病
院
ま
で
の
所

要
時
間
が
三
時
間
と
表
示
さ
れ

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

大
船
渡
支
部 
エ
ア
グ
ル
ー
ヴ

年
を
取
る
と
と
も
に
疲
れ
を

感
じ
ま
す
。
早
く
仕
事
を
や
め

て
、
目
標
や
評
価
の
な
い
生
活

育
休
中
で
ボ
ー
ナ
ス
の
出
な

い
カ
ミ
さ
ん
に
今
回
も
ら
っ
た

少
な
い
ボ
ー
ナ
ス
を
半
分
渡
し

ま
し
た
。今
蒔
い
た
こ
の
種
は
、

復
職
六
か
月
後
に
支
給
さ
れ
る

育
休
手
当
金
の
半
額
と
な
っ

て
、
手
元
に
戻
っ
て
く
る
は
ず

…

。

花
泉
支
部　

や
ち
む
ん

「
医
療
崩
壊
」
と

言
え
ば
、「
何
を
大

げ
さ
な
、
確
か
に

医
師
不
足
の
実
態

は
あ
る
が
、『
崩
壊
』

と
ま
で
言
い
切
る

の
は
い
か
が
な
も

の
か
」、
と
感
じ
て
い
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

の
医
療
は
、
私
た
ち
が
実
感
し
て

い
る
よ
り
も
早
い
速
度
で
、
確
実

に
「
崩
壊
」
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
▼
七
月
二
十
二
日
に
「
医
療
崩

壊
は
こ
う
す
れ
ば
防
げ
る
！
」
と

い
う
本
が
出
ま
し
た
。
八
人
の
現

役
医
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
で
起
き
て
い
る
事
態
を
、
解
決

策
を
示
し
な
が
ら
論
考
し
て
い
ま

す
。
県
立
中
央
病
院
の
前
院
長
樋

口
紘
医
師
も
、
地
域
医
療
再
生
の

提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
立
病

院
に
着
任
し
、
創
業
の
精
神
「
県

下
に
あ
ま
ね
く
医
療
の
均
霑
を
」

に
出
会
っ
た
時
、
深
く
感
銘
を
受

す
▼
一
九
八
三
年
に
厚
生
省
保
険

局
長
が
「
医
療
費
亡
国
論
」
を
発

表
し
て
以
降
、
官
僚
も
政
治
家
も

こ
れ
に
「
金
縛
り
」
状
態
で
し
た
。

結
果
、「
医
師
は
足
り
て
い
る
」

と
い
う
呪
文
（
閣
議
決
定
）
を
四

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
唱
え
続
け
、

最
近
に
な
っ
て
や
っ
と
、「
絶
対

数
不
足
」
を
認
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
速
効
の
妙
薬
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
政
府
が
医
師
不
足
を
認
め
た
か

ら
と
言
っ
て
、
医
療
・
社
会
保
障

を
国
政
の
最
重
要
課
題
に
据
え
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が

行
う
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
一

つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
が
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
低
所
得
者
な
ど

社
会
的
に
弱
い
者
を
容
赦
な
く
切

り
捨
て
て
い
く
非
情
な
自
公
政
権

と
政
府
官
僚
を
「
撃
つ
」
こ
と
に

つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
し

て
、
国
民
一
人
一
人
の
命
を
大
切

に
し
、
国
民
を
幸
福
に
す
る
こ
と

が
政
治
の
使
命
で
あ
る
と
認
識
さ

せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
日
本
医
療
再

生
の
道
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

で
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

け
た
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。

遠
野
支
部　

コ
ス
モ
ス

　

     　
　を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

胆
沢
支
部 

キ
ラ
キ
ラ
星

六六
月
号
パ
ズ
ル

月
号
パ
ズ
ル

六
月
号
パ
ズ
ル



1P 第34回岩手県医療研究集会
 第35回医療研究全国集会

2P ガイドライン対県交渉
 支部定期大会
 人事院要請行動

3-6P 定期大会特集

7-8P 女性部ニュース

9P 青年部ニュース

10P つぶやき、とんがらし
 パズル当選者

11P 職場川柳、　8、9月の予定
 懸賞パズル　ろうきん
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ＦＡＸ　019-623-8273

編集発行人
佐々木　茂　喜

中央あゆみ保育所

花巻厚生さくら保育所

7月19～20日の2日間で、のべ260人が参加（全体会／花巻温泉・ホテル千秋閣）

夕食交流会夕食交流会

医療研究集会医療研究集会第34回
岩手県
第34回
岩手県

○
袖
の
下

　ば
れ
て
し
ま
っ
て

　オ
オ
イ
タ
県

 

（
で
も
し
か
教
師
）

○
な
る
ほ
ど
な

　商
品
券
で

　職
を
買
う

 

（
食
券
売
り
場
の
人
）

○
連
休
で

　元
気
回
復

　夏
季
休
暇

 

（
仕
事
人
）

○
人
事
考
課

　損
を
す
る
の
は

　患
者
様

 

（
自
分
だ
け
が
大
事
な
集
団
）

○
ど
こ
ま
で
も

　ギ
ソ
ウ
広
が
る

　競
争
社
会

 

（
新
自
由
主
義
）

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
七
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
十
名
の
組
合
員
に
記
念

品
を
送
り
ま
す
。送
り
先
は

〒
〇
二
〇
ー
〇
〇
二
三

　盛
岡

市
内
丸
十
一
ー
一
、県
医
労「
懸

賞
パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
八

月
末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽

選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
も
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

3日（日）～6日（水） 
 原水爆禁止世界大会
21日（木） 看護部会（県民会館） 
28日（木）　支部長会議
 （プラザおでって）
29日（金）～31日（月） 
 みちのくアクトin岩手
 （八幡平リゾート）

8月の予定

3日（水）～4日（木） 
 日本医労連増員闘争全国交流集会
6日(土)～7日(日)
 岩手医労連定期大会
 （ホテル大観） 
10日(水) 給食問題研究会(アイーナ)         
13日(土) いわて労連定期大会
 (アイーナ)
20日(土) 支部長会議(県民会館)
25日(木) 看護部会 
25日(木)～26(金)
 医労連共済全国交流会
 （千葉)
27日(土)～28(日)
 岩手医労連壮年部集会(愛真館)

9月の予定
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